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平
素
は
、
馬
木
地
区
社
協
の
活

動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
馬
木
に
も
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
せ
た
豪
雨
災
害
か
ら

3
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
こ

れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も

ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
に
よ
り
明
る

い
兆
し
も
見
え
て
参
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
撃
―
-
＝
戒
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
と

も
、
犠
牲
者
を
出
さ
ず
、
安
全
・

安
心
に
暮
ら
し
て
ゆ
く
た
め
、
皆

様
に
は
以
下
の
点
に
ご
留
意
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

(
1
)
自
然
災
害
の
避
難
情
報
に

関
す
る
変
更
に
つ
い
て

こ
こ
数
年
毎
年
の
よ
う
に
日

本
各
地
で
士
砂
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
広
島
市
は
日
本

で
土
砂
災
害
区
域
内
の
住
宅
戸

数
が
一
番
多
い
地
域
と
の
こ
と

で
、
全
固
で
最
も
土
砂
災
害
リ

゜

＊警戒レベル3⇒『高齢者等避難』
（高齢者等避難に時間が掛かる人は避難開始）

＊警戒レベル4⇒『避難指示』

（全員、安全な場所へすぐに避難）

＊警戒レベル5⇒『緊急安全確保』
（既に危険な状況、避難が難しい場合は屋内避難）

ス
ク
が
高
い
都
市
と
言
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
た
め
、
近
隣
の

避
難
に
関
す
る
情
報
を
正
確
か

つ
迅
速
に
入
手
し
早
め
に
行
動

し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
5
月
に
は
、
従
来
の
「
避

難
勧
告
」
が
無
く
な
り
「
避
難
指

示
」
に
一
本
化
さ
れ
る
な
ど
発
令

情
報
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
皆
様
も
こ
れ
に
基
づ
き
、
台

風
や
集
中
豪
雨
の
際
は
避
難
行
動

を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

(
2
)
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

中

井

公

孝

一
の
注
意
事
項

一
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
高
齢
者
か
ら

ぉ
少
し
ず
つ
進
み
、
接
種
が
ま
だ
の

一
方
は
一
日
も
早
い
接
種
を
待
ち
望

p
 

＿
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す

一
が
、
ワ
ク
チ
ン
に
は
副
反
応
の
他
、

以
下
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。

①
ワ
ク
チ
ン
は

1
回
目
の
接
種
で

は
50
％
の
効
力
し
か
な
く
、
ま

た
2
回
目
の
接
種
を
終
え
て
か

ら
も

2
S
3
週
間
経
過
し
な

い
と
完
全
な
効
力
を
発
揮
せ

ず
、
そ
れ
ま
で
は
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
。

②
多
く
の
固
民
が
未
接
種
の
現

・

状
に
お
い
て
は
終
息
の
目
途
が

立
っ
た
と
は
言
え
ず
、
ま
だ
ま

だ
安
心
で
き
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
『
外
出
時
マ

ス
ク
着
用
』
『
3
密
場
所
の
利
用

自
粛
』
等
の
感
染
予
防
に
努
め

な
が
ら
日
常
生
活
を
お
送
り
＜

だ
さ
い
。
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゜
胃
立
酉
抵
髯
畠
畷
i

―

0
行
方
不
明
者
捜
索
シ
ス
テ
ム
を
町
内
会
の
班
単
位
管
理

〇
あ
い
さ
つ
運
動
を
旧
安
芸
町
と
一
体
で
行
う

0
町
内
会
末
加
入
世
帯
対
策

0
町
を
明
る
＜
、
防
犯
灯
・
街
路
灯
の
設
置
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
維
持
管
理

0
外
国
住
民
と
の
共
生
社
会
を
目
指
す

〇
狭
い
歩
道
の
整
備
要
請
、
避
難
経
路
等
の
周
知

一」'
’
,寺
4
寺
土
宣
髯
図

f--l

0
公
衆
マ
ナ
ー
の
醸
成
、
犬
猫
の
飼
育
マ
ナ
ー
の
向
上

0
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
運
動

〇
健
康
診
断
受
診
運
動
実
施

ィ

i1"1

三
奎
『
：
§
-
ー

ゃ
ト
ロ
ー
レ

0
地
域
児
童
安
全
ー

0
平
和
学
習

o
＿
扇
子
踊
り
伝
承
子
ど
も
練
習
、
祭
り
等
に
参
加

〇
虐
待
防
止
支
援
（
児
童
・
高
齢
者
）

0
子
育
て
支
援
・
子
ど
も
会
の
活
性
化
支
援

日
―
云
桑
匿
．
繭
国
匿
畠
甕
玉
査

□

日翠一

0
と
な
り
近
所
の
見
守
り
、
班
福
祉
委
員
会
議

0
高
齢
者
運
転
免
許
返
納
助
成

〇
老
後
の
明
る
い
地
域
づ
く
り
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
増
加
支
援

〇
訪
問
配
食
、
ふ
れ
あ
い
会
食

〇
敬
老
畏
寿
祝
い
000
贈
呈

0
高
齢
者
等
安
否
確
認
電
話

0
高
齢
者
・
健
康
不
安
者
救
急
医
療
情
辣
キ
ッ
ト
の
配
付

堕
誼
函
芦
累
畷
＿
i
-

0
「
う
ま
き
だ
よ
り
」
の
毎
月
発
行

0
「
う
ま
き
社
協
だ
よ
り
」
の
年
2
回
発
行

一
塁
貞
土
査
＂
図

n-
―

〇
理
事
会
、
三
役
会
議
、
区
社
協
助
成
金
の
申
請

0
町
内
会
よ
り
会
費
徴
収
、
賛
助
会
員
の
募
集

〇
各
種
団
体
助
成
、
事
務
局
庶
務
他

＇`
 

量

し
虔

＇き
馬
木
地
区
社
協
で
は
、
住
民

の
皆
様
か
ら
の
困
り
事
相
談
や

依
頼
を
受
け
て
、
ふ
れ
あ
い
会

食
・
訪
問
会
食
、
庭
の
清
掃
や
草

刈
り
、
家
の
簡
単
な
修
理
な
ど

の
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
庭
の
清
掃
や
草

刈
り
、
家
の
簡
単
な
修
理
な
ど

に
つ
い
て
は
、
よ
り
気
軽
に
ご
依

｀

頼
頂
け
る
よ
う
『
有
償
ボ
?
ノ

-
9¢

テ
ィ
ア
』
活
動
に
変
更
し
ま
し
た
。

1

無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
配

'
.
I
,
.
芹-|

で
は
、
依
頼
側
に
遠
慮
の
気
持
今
年

5
月
ま
で
に
広
島
県
内

ち
が
強
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
で
発
生
し
た
特
殊
詐
欺
被
害
額

―

-

I

有
償
と
す
る
こ
と
で
依
頼
し
や
は
、
約

1
億

6
1
0
6
万
円
。
'

す
く
し
、
ま
た
同
時
に
ボ
ラ
ン
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
今
年
の
夏
も
、
日
中
の
気
温

テ

ィ

ア

担

い

手

の

生

き

が

い

支

し

ま

し

ょ

う

。

が

30
度
を
超
え
る
真
夏
日
や
猛

援
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
依
頼
手
口
も
、
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
、
暑
日
が
続
き
、
厳
し
い
暑
さ
に

側
、
担
い
手
双
方
に
と
っ
て
メ
「
架
空
料
金
請
求
詐
欺
」
、
「
還
な
り
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
が

リ
ッ
ト
の
あ
る
仕
組
み
へ
と
発
付
金
詐
欺
」
、
「
預
貯
金
詐
欺
」
な
本
番
で
す
。

展
さ
せ
る
た
め
で
す
。
ど
で
、
被
害
額
全
体
の

80
％
以
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

草
刈
り
機
や
エ
ン
ジ
ン
ト
リ
上
を
占
め
、
被
害
者
も

65
歳
以
症
の
変
異
株
に
よ
る
感
染
者
が

マ
ー
な
ど
の
社
協
所
有
機
材
を
上
の
高
餘
者
が
70
％
を
超
え
て
増
加
す
る
中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

使
用
す
る
こ
と
で
、
低
額
な

作

い

ま

す

。

も

行

わ

れ

、

収

束

に

向

け

た

対

業
費
だ
け
を
い
た
だ
く
こ
と
が
被
害
額
は
、
老
後
の
生
活
資
策
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ

基

本

で

す

。

金

な

ど

と

し

て

蓄

え

て

き

た

大

か

ら

も

マ

ス

ク

の

着

用

な

ど

も

ご
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
な
お
金
で
す
。
だ
ま
し
取
ら
あ
り
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ

担
当
者
が
訪
問
し
て
見
積
も
り
れ
た
お
金
が
返
っ
て
く
る
こ
と
う
に
皆
さ
ん
体
調
管
理
に
気
を

を
行
い
承
諾
後
作
業
と
な
り
ま
は
、
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
付
け
ま
し
ょ
う
。

゜

0

0

 
馬
木
地
区
社
協

令
和

3
年
度
の
主
な
取
り
組
み

（収入の部）

~ 

【令和2年度決算書・令和3年度予算書】

単位：円 （支出の部）

す
の
で
、
お
気
楽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
住
民
の
皆
様
が
作
業

さ
れ
る
場
合
に
は
、
社
協
が
所

有
し
て
い
る
作
業
用
機
材
の
無

料
貸
出
制
度
も
あ
り
ま
す
。

＊
社
協
所
有
の
作
業
用
機
材
[

草
刈
り
機
、
エ
ン
ジ
ン
ト
リ
マ
ー
、

電
動
ブ
レ
ー
カ
ー
、
ブ
ロ
ア
ー
、

ス
コ
ッ
プ
、
一

輪
車
、
高
枝
バ
サ

ミ
、
発
電
機

連
絡
・
申
し
込
み
先

罵
木
地
区
社
協
事
務
局
橋
本
一
寛

0
9
0
|
5
7
0
5
|
2
4
8
8
 

自
分
だ
け
は
、
こ
ん
な
詐
欺
に

は
遭
わ
な
い
。
大
丈
夫
と
思
わ

れ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

複
数
の
人
物
を
登
場
さ
せ
る

劇
場
型
な
ど
、
手
口
も
巧
妙
化

し
て
い
ま
す
。
電
話
で
お
金
の

話
が
で
た
ら
「
詐
欺
」
と
疑
い
す

ぐ
に
行
動
し
な
い
で
、
ま
ず
は

家
族
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

あ
わ
て
た
様
子
で
、
携
帯
電

話
で
話
し
な
が
ら
A
T
M
を
操

作
し
て
い
る
よ
う
な
人
が
い
た

ら
、
も
し
か
し
た
ら
特
殊
詐
欺

の
被
害
に
遣
わ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

声
掛
け
や
撃
―
-
＝
察
へ
の
通
報
な

ど
で
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

うまいものをどんどん安く売る

~ ・,~a
TEL883-008 1 

輝壊設偏ブラントで地嫁を者える

⑭騒西閾工業

熱中症は、夏の強い日射

しの下で激しい遅動や作業

をする時だけでなく、身体

が暑さに慣れていない梅雨
明けの時期にも起こります。

また、屋外に限らず高温多

湿の室内でも発症します。

熱中症の応急手当

（症状に応じて）

〇涼しい場所へ移動。衣服
をゆるめ、身体を冷やす。

（特に首回り、脇の下、足

の付け根など）
0安静にして、十分な水分・

経口補水液などの補給。

（無理に飲ませることは避

ける） 費目 前年度決算額 今年度予算額 摘 要

前年度繰越金 743,757 936,520 

助成金並びに交付金 678,230 425,000 区社協助成金、市民安全
その他交付金 推進助成金（防犯）等

会費 442,500 445,250 1世帯250円X1781

賛助金並びに寄付金 1,560,000 710,000 賛助会費告•寄協付賛金、広報紙広

雑収入 13,678 13,008 
共同墓金事務費、
預金利息等

地域応援金 100,000 〇市社協

タブレット貸し出し
100,000 〇広島市協力金

地域共生社会助成金 828,000 o広島市

地域活勧支援事業補助金
7,570,000 o広島市（ウイズ7フダーコロナ対策）

合計 12,036,165 2,529,778 

単位：円

費目 前年度決算額 今年度予算額 摘 要

事務費 104,221 118,000 消耗品、通信運搬費等

研修・会議費 2,350 45,000 研修会参加費等

負担金 30,500 40,000 
区社協
区コミ協負担金等

事業費 1,317,510 1,581,000 
新•福祉のまちづくり総合
推進事業、各種団体助成等

広報費 225,170 240,000 広報紙作成費

寄付金 10,000 20,000 

地域共生社会助成金 911,240 
コロナ感染防止対策° 事業

地域活動支援事業補助金
ウイズアフターコロナ

8,498,654 ° 対策事業

次年度繰越・予備費 936,520 485,778 

合計 12,036,165 2,529,778 

【令和3年度新理事一覧】

氏 名 選出団体名 社協所属部名

池本 勇 大原一区町内会 住民親交部

山下 慶太 大原二区町内会 住民親交部

片山 新 上西町内会 住民親交部

青山 水器 紙屋町内会 褒境衛生部

氏 名 選出団体名 社協所属部名

平山 正男 樋柴町内会 環境衛生部

坂田 公利 大原三区町内会 青少年育成部

沖田 俊幸 やまのうえ町内会 青少年育成部

嘉屋徳英 小学校PTA 青少年育成部

こでご＇寺ちづバ

¥ ●● ●●● 

属ネ珀区社会罹菫....会

地域社会の発展と活性化に努めます

゜
maml 

広島東部地区マツダOB会
（馬木・福田・上温品・温品）

中国運輸局指定 民間車検工場

株式会社ドイ•モーター
車検／整備／新車・中古車販売・買取り
板金・塗装修理／ポディコーティング
自賠責・自動車保険

〒732-0031 広島市東区馬木 4丁目 1439-1

TEL { 082) 899-5656 (代） FAX (082) 899-2096 

セフ・:ン:J.,,.,.,.;, 
広島馬木店

東区馬木 5丁目 1699-1

ff899-2911 

女緑豊かな環境づくり

自然の保護に

みんなでやさしい配慮を

株式会社小畠造園
TEL(082)899-2037 

隣近所で仲良くしていくことが福祉の原点です。 まず、挨拶を！！
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こ
の
た
び
福
木
小
学
校
長
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
中
村
真

で
す
。安

芸
区
よ
り
異
動
し
て
き
ま

し
た
が
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

点
、
ホ
タ
ル
の
里
と
し
て
自
然

豊
か
な
点
、
地
域
の
皆
様
の
温

か
い
目
、
同
じ
故
郷
に
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

福
木
小
学
校
で
は
、
教
育
の

め
あ
て
を
次
の
よ
う
に
設
定
し

て
い
ま
す
。
ふ
く
き
の
「
ふ
」
は

深
く
学
ぶ
、
「
く
」
は
エ
夫
し
て

活
動
す
る
、
そ
し
て
、
「
き
」
は
き

も
ち
の
良
い
学
校
で
す
。

何
よ
り
大
切
な
、
気
持
ち
ょ

く
登
校
で
き
る
環
境
、
仲
良
く

過
ご
せ
る
仲
間
、
地
域
の
皆
様

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
で
繋
が
り
学
べ
る

学
校
を
目
指
し
、
教
職
員
一
同

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

今
後
も
皆
様
と
の
連
携
を
大

切
に
し
て
い
き
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
島
市
立
福
木
小
学
校
校
長

中

村

真

今
回
は
、
地
域
に
あ
る
貝
塚

の
ご
案
内
で
す
。

天
王
貝
塚
は
、
惣
野
谷
の
北
面

の
頂
上
、
標
高
1
8
0
メ
ー
ト

ル
の
地
点
に
あ
り
ま
す
。

天
王
貝
塚
へ
は
、
西
の
畑
バ

ス
停
か
ら
や
す
ら
ぎ
ケ
丘
（
天

王
）
団
地
方
面
に
向
か
っ
て
20

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
進
む
と
右
に

階
段
が
あ
り
、
数
分
山
道
を
登

れ
ば
尾
根
に
つ
き
ま
す
。

尾
根
に
沿
っ
て
左
に
し
ば
ら
く

歩
み
を
進
め
れ
ば
、
墓
地
が
あ

り
、
そ
の
隣
に
天
王
貝
塚
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
さ
ら
に
10
メ
ー
ト
ル
進

む
と
、
か
つ
て
「
お
ん
な
石
」
と

呼
ば
れ
る
石
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
場
所
に
至
り
ま
す
。

「
貝
塚
」
は
古
代
人
の
ゴ
ミ
捨

て
場
で
、
貝
殻
が
堆
積
し
て
で

き
た
遺
跡
で
す
。

牡
蠣
殻
や
土
器
の
欠
片
が
土

に
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
表
面
に
は

わ
ず
か
し
か
硯
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
台
風
で
木
が
倒
れ
た
時
、
地

中
か
ら
た
く
さ
ん
の
牡
蠣
殻
や

土
器
の
欠
片
が
で
て
き
ま
し
た
。

馬
木
の
歴
史
保
存
会

樫

原

猛

馬
木
の
歴
史
探
訪

9

こ
ん
な
と
こ
ろ
に

、

．

貝

塚

が

ま
た
、
「
お
ん
な
石
」
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
場
所
か
ら
約
60
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
り
、
調
理
に
つ
か
わ

れ
た
た
く
さ
ん
の
小
石
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
の
石
器
ら
し
き

石
が
散
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の

あ
た
り
が
、
古
代
人
の
生
活
の

場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

貝
塚
は
、
こ
の
付
近
で
は
、
他

に
温
品
の
畳
谷
（
安
芸
高
校
下
）
、

平
林
、
塔
の
丘
（
上
温
品
小
学
校

運
動
場
）
、
矢
田
等
に
点
在
し
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
弥
生
文

化
時
代
後
期
の
も
の
で
す
か
ら
、

今
か
ら
約

1
8
0
0
年
前
と

推
定
で
き
ま
す
。

点
在
す
る
貝
塚
は
、
呉
娑
々

宇
山
の
麓
西
面
の
な
だ
ら
か
な

丘
陵
の
傾
斜
地
に
多
く
、
標
高

2
0
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
50
メ
ー

ト
ル
の
位
置
に
あ
り
、
遠
く
に
広

島
市
街
地
が
見
え
る
場
所
で
す
。

【編集後記】西日本豪雨災害から3年。馬木地区も被災箇

所の復1日工事が進められています。自然災害の避難に関す

る情報が変更され、警戒レベル4の避難指示は全員が安全

な場所にすぐに避難です。危険を感じたときは早めに自主避

難を。親戚・知人宅などに避難することも検討しましょう。

気くばり、木くばり。

,,..., ズ l::'ILt=f―
m中コご蒼屑店

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
賛
助

会
員
の
加
入
申
し
込
み
並
び
に

賛
助
金
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賛
助
金
等
は
、
馬
木
地
区
社

協
の
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

加
入
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
一
口
千
円
、

何
口
で
も
結
構
で
す
。

各
町
内
会
長
ま
た
は
馬
木
地

区

社

協

会

計

升

川

康

仁

(
8
9
9
|
8
7
6
6
馬
木
郵
便

局
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

造園・外構・設計施エ・管理
広島票知事許可第024660号

（有） 馬木造園
代表取締役宮本健一

束区馬木4丁目956-2

TEL 899-2505 FAX 899-2590 

心と心を結ぷ

虹丘虹の里居宅介護支援事業所
ふたがわ

二川担当

広島市束区馬木二丁目1398-1

TEL. (082) 508-5551 


